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１．はじめに

ルソーは『人間不平等起源論』の中で，ソーシャ

ル・キャピタルの概念とも言うべき記述をしてい

る。「もしも自分の生まれる場所を選ばなかった

としたら，わたしは人間の能力の範囲に限られた，

すなわち立派に統治される可能性によって限られ

た大きさの社会，そして各人がその仕事を十分に

行え，だれも自分が負わされた職務を他の人々に

まかせる必要のないような社会を選んだでしょう。

つまりそのような国家ならば，すべての個人が互

に知り合いなのですから，悪徳がひそかに行われ

たり，美徳が目立たないでいるというようなこと

は，公衆の視線と判断の前では起こりえないし，

そしてこのお互いが会ったり知ったりするという

ここちよい習慣によって，祖国愛は,土地に対す

る愛というより，むしろ市民に対する愛となるの

であります」(ルソー 小林善彦訳 2005) この

書物は 1755 年に公刊されたが，明治期の自由民

権派の人々は夜学会でもテキストに使っていたと

いう。

ソーシャル・キャピタルの研究が世界で注目さ

れるようになったのは， アメリカの政治学者

Robert D Putnam の 2 冊の著書に依拠してい

る。1993 年に発行された Making Democracy

Work（邦題：哲学する民主主義）と 2000 年に

発行された Bowling Alone（邦題：孤独なボウ

リング）である。パットナムは，市民参加とソー

シャル・キャピタルにおける変化に関心を寄せて

いる。

ソーシャル・キャピタルに関連した調査には，

世界銀行の諸機関が共同で貧困撲滅の形成を目的

とした調査，および OECD の加盟国間の国際比

較を視野に入れたソーシャル・キャピタル指標開

発のための調査がある。日本では内閣府が市民活

動を中心とするソーシャル・キャピタル活動の醸

成を目的として 2003 年，2006 年，2008 年に調査

を手がけている（内閣府 2003，2006，2008）。

一方，自治体でも本調査と同様の手法で，内閣府

の調査研究と重ねて，質問紙法による自治体の現

状把握のための調査分析がおこなわれている（さ

いたま市 2007）。

ソーシャル・キャピタルは社会資本，社会関係

資本と訳されることが多い。また，日本のソーシャ

ル・キャピタルの研究の中心的役割を担っている

稲葉はソーシャル・キャピタルの構成要素を次の

ように定義している。「『社会における信頼・規

範・ネットワーク』を含んでおり，平たく言えば，

信頼，『情けは人のためならず』，『持ちつ持たれ

つ』,『お互い様』といったⅤ修正の規範，そし

て人やグループの間の絆」を，意味している（稲

葉 2005）。これに『心の外部性』を加えて，『心

の外部性を伴った信頼・規範・ネットワーク』と

定義している（稲葉陽二 2008）。稲葉は心の外

部性について解説しているが，市場の取引に反映

されることがない，個人や企業の社会的文脈で成

立し，人々の心に働きかけて，人々が任して始め

て意味を持つという。また,人は，類似した人を

求めてネットワークをつくる習性があり，信頼感

を増幅させ，波及効果を高める要素をソーシャル・

キャピタルは内包していると指摘している。

目的としては，地域の小学校が地域のネットワー

ク作り，地域を統合する存在になりうると位置づ

け，教育，コミュニティのソーシャル・キャピタ
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やボランティア活動が盛んになることは，ソーシャ

ル・キャピタルの培養と相互関係があると考えら

れている。

今回の調査は，パットナムがソーシャル・キャ

ピタルの３つの構成要素について市民の積極的な

諸活動への参加・参画と，互酬性としての規範が，

社会的信頼関係を招来するという相互関係に言及

しているが，「信頼できる」群においては，相互

協力的な結果が見られていると推測できる。また，

「注意する」群においては，様々な活動への参加

が「信頼できる」群と比較して，相対的にネット

ワークが貧しく，利己心と連帯の調和としての規

範も役に立つまでにいたらず，信頼関係が構築さ

れていないと考えられる。

今後の課題は，今回と同様な調査方法によって，

東京都小平市で調査を行なっているので，東京 2

3区の一つである品川区と東京都下の小平市との

調査結果を，様々な角度から比較することによっ

て，東京都内と都下における地域的・社会的・経

済的条件の差異をふまえて，人と人とのネットワー

ク，規範，信頼関係について比較検証していくこ

とである。
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